
広島市立大学・国際学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２５４０３

基盤研究(C)（一般）

2023～2017

三分岐型から二分岐型への中等学校制度改革に伴うドイツ教育評価制度の再編と機能変容

Functional transformation of educational evaluation in Germany with the 
secondary school reform from a three-stream to a two-stream system

３０４５２６００研究者番号：

卜部　匡司（Urabe, Masashi）

研究期間：

１７Ｋ０４５６８

年 月 日現在  ６   ５ １４

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、ドイツの教育評価制度の再編プロセスを解明したうえで、その制度の機
能的変容を明らかにした。ドイツでは、これまでの三分岐型中等学校制度が、二分岐型の制度へと再編されてい
る。その一方で、教育評価制度は、依然として三分岐型の修了資格を堅持している。ドイツの教育評価制度は、
中等教育制度内での接続ルートを拡大する方向での再編が進み、どの学校からも大学入学資格の取得を目指すこ
とができるように変容している。したがって、制度的には三分岐型の基本構造を堅持しつつ厳密な評価は維持し
ながらも、その機能を、分岐点での振り分け（ジャッジ）から目的地までの道案内（ガイド）へと変容させてい
ると解釈できる。

研究成果の概要（英文）：This study identifies the restructuring process of the German educational 
evaluation system and then describes the functional transformation of the system. In Germany, the 
previous three-branch secondary school system has been restructured into a two-branch system. On the
 other hand, the educational evaluation system still maintains the three-branch system of graduation
 qualifications. This evaluation system has been restructured in the direction of expanding the 
connecting routes within the secondary school system and has been transformed in such a way that 
students from every type of school can aspire to obtain a university entrance qualification. 
Therefore, it can be interpreted that the German educational evaluation system, while maintaining 
the basic structure of the three-branch system and strict evaluation, is transforming its function 
from a judge at the junction point to a guide to the destination.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、ドイツの教育評価に関する制度研究であり、評価観や評価技術論についての研究とは性
質が異なる点にある。教育評価制度が選抜制度を通じて階級の再生産に寄与するという批判理論的な言明ではな
く、システムの機能に注目した機能的記述を教育評価制度の分析に援用できたと言える。そして本研究の社会的
意義は、教育評価制度の機能を社会システム論の視座から記述しようとしている点にある。機能的記述により、
教育評価制度のもつ社会的動態の一端を描くことができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）PISA 調査開始以降、学力と評価は世界的な関心となっている。とりわけ「PISA ショック」

を経験したドイツでは、カリキュラムと評価についての見直しが行われており、抜本的な改
革が進められてきた。こうした中で、ドイツの教育改革の動向に関する研究がよりいっそう
求められている。 

 
（2）これまでの研究では、ドイツの教育評価制度の歴史的展開過程とその機能的変容の解明に

取り組んできた。特に、先行研究「三分岐型から二分岐型への中等学校制度再編に伴うドイ
ツ教育評価制度の変容」では、これまのドイツに典型的であった三分岐型の中等学校制度が
二分岐型へと再編されるなか、その教育評価の制度はどのように変容しているのかについ
て、その変容過程を構造的に解明した。本研究は、これらの研究の延長線上に位置づくもの
である。 

 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、これまでのドイツに典型的であった三分岐型の中等学校制度が二分岐型の

制度へと改革される中で、その基盤となる教育評価制度がどのように再編されようとしている
のか、またその再編により従来の教育評価の機能がどのように変容しているのかについて、近年
の動向を踏まえて考察することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）中等学校制度の再編に伴う教育評価の制度的変容とその機能的変容を解明するため、これ

らに関連する文献、政策文書、報告書を幅広く収集した。それと並行して、教育評価に関す
る理論モデルを整理するため、教育評価の理論に関する最新の文献を収集し、動向を分析し
た。文献調査では把握することのできない制度の変容実態について知るため、バイエルン州
のニュルンベルク市およびバンベルク市、バーデン・ヴュルテンベルク州ワインガーテン市
を中心に、教育政策担当者、研究者、学校長・教職員などへのインタビュー調査を実施した。 

 
（2）教育評価の制度的変容に伴う機能的な変容を考察するため、バンベルク大学およびワイン

ガーテン教育大学の研究者たちと、対面ならびにオンラインでルーマンのシステム論に基
づく機能的記述の方法に基づく研究討議を行った。とりわけ評価報告機能、時間調整機能、
資格認定機能に注目し、中等学校制度の制度再編を通してこれらの機能がどう変化してい
るのかについて記述を試みた。 

 
 
４．研究成果 
 
（1）ドイツでは、これまでの三分岐型中等学校制度（基幹学校、実科学校およびギムナジウム）

が、二分岐型の制度（ギムナジウムおよび非ギムナジウム系中等学校）へと再編されつつあ
る一方で、教育評価制度は、依然として三分岐型（就職資格、中級修了資格および大学入学
資格）の修了資格を堅持している。この傾向は依然として変化なく進んでおり、さらに教育
評価制度の変容を観察すると、ドイツでは中等教育制度内での接続ルートを拡大する方向
での再編が進み、どの学校からも大学入学資格の取得を目指すことができるようになって
いることがわかった。 

 
（2）こうした状況をシステム論の視点で観察すると、これまでは厳密な成績評価による「良／

否」が「進級／落第」に変換され、それがさらに基礎学校修了時の分岐点で各種の中等学校
への振り分けに帰結した。そして「過去／未来」の区別で言えば、従来の評価は結果という
「過去」に焦点化されていた。さらに各段階の修了時の評価である「良／否」 によって修
了資格の「有／無」が決まり、それが次の進学や就職への「接続／切断」に変換されたと記
述できる。 

 
（3）それが教育評価制度の再編により、中等学校制度内での「接続／切断」の区別のうち「接

続」の側が拡大され、就学期間が弾力化されることで、「過去／未来」の区別のうち「未来」
をどうするかに関心が向くようになった。また学習成果をより具体的に評価することで、評



点と比べても「良／否」の区別の適用対象が多様化し、その結果として評点による厳密な判
定評価が相対的に後退した。しかし依然として「良／否」が「進学／落第」へと変換される
ことで、成績不良の場合の結果責任も本人に帰されると同時に、各学校種の学力水準も維持
される。とするならば、教育評価制度がその三分岐型の基本構造を堅持しているがゆえに、
柔軟な中等学校の接続ルートの編成が可能となっている。 

 
（4）これらのことから、ドイツの教育評価制度は、その三分岐型の基本構造を堅持することで

厳密な評価そのものは維持しつつも、その機能を、分岐点での振り分け（ジャッジ）から目
的地までの道案内（ガイド）へと変容させていると解釈できる。 
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